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基本理念

❶ 連合が「ハブ」となり、「ドクターヘリ相互応援体制ネットワーク」を構築し、
平時・災害時「いつでもどこでも安心」な救急医療体制を整備

❷ 「オール関西」で災害や感染症を迎え撃ち、「防ぎ得た死ゼロ・関西」を実現
❸ 医療現場においてＤＸ・ＧＸが実装され、先進性や革新性を有する持続可能な医療を実現

◆  効果的かつ効率的な運航の推進

◆  フライトドクター・ナースの育成

◆  夜間運航に向けた検討

 
１．運航の質の向上

将  来  像

「安全・安心の４次医療圏“関西”」の更なる深化

「医療における安全・安心ネットワーク」が確立された関西

ドクターヘリによる
広域救急医療体制の充実

◆  二重・三重のセーフティネットの拡充

◆  フライトドクター・ナースの相互交流

◆  ドクターヘリへの理解促進

２．連携・相互交流の推進

◆  応援・受援体制の構築

◆  航空搬送拠点の確保

３．災害時における
効果的な運航体制の確保

災害時における
広域医療体制の強化

◆  災害医療コーディネーターの養成

◆  ＤＭＡＴの更なる強化・育成

◆  ＤＰＡＴ・ＤＨＥＡＴ等の活動推進

◆  ＣＢＲＮＥ災害への対応力向上

１．災害医療人材の養成・連携

◆  府県域を越えた災害医療訓練の実施

◆  情報伝達訓練による連携強化

２．広域的な災害医療訓練の実施

◆  応援・受援体制の強化

◆  医療機関ＢＣＰの策定促進

◆  薬剤・医療資機材の確保

◆  災害拠点病院の連携促進

３．医療救護活動の
応援・受援体制の充実

課題解決に向けた
広域医療体制の構築

◆  広域医療連携の深化

◆  感染症対策の充実

１．新興・再興感染症への備え

◆  医療ＤＸ・ＧＸの推進

◆  小児医療における広域連携

◆  周産期医療連携体制の充実

◆  外国人患者への対応強化

◆  健康寿命の延伸に向けた健康づくり

◆  依存症対策の連携

◆  薬物乱用防止対策の充実

◆  ジェネリック医薬品の普及促進・広報

◆  消費者事故防止の啓発

２．各種課題への対応

３．政策提案の実施

Ⅰ Ⅱ Ⅲ
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Ⅰ ドクターヘリによる広域救急医療体制の充実

計８機のドクターヘリによる一体的な運航体制を構築し、安全安心の「４次医療圏・関西」を実現。

和歌山県ヘリ
大阪府ヘリ
３府県ヘリ

管内８機体制 → ４次医療圏関西の構築

関西全体で30分以内での救急医療提供体制を実現

広域連合設立時(H22.12)

徳島県ヘリ・兵庫県ヘリ・京滋ヘリ・鳥取県ヘリ
奈良県ヘリ

３機 ＋５機

大阪府ドクターヘリ
“KANSAI・もず”

＠大阪大学医学部附属病院

徳島県ドクターヘリ
“KANSAI・藍バード”
＠徳島県立中央病院

和歌山県ドクターヘリ
＠和歌山県立医科大学附属病院

兵庫県ドクターヘリ
“KANSAI・はばタン”

＠兵庫県立加古川医療センター
（兵庫県立はりま姫路総合医療センター）

鳥取県ドクターヘリ
“KANSAI・おしどり”

＠鳥取大学医学部附属病院

３府県ドクターヘリ
“KANSAI・こうのとり”

＠公立豊岡病院

京滋ドクターヘリ
“KANSAI・ゆりかもめ”
＠済生会滋賀県病院

運航実績 ：（Ｈ２４） １，９２７件 → （Ｈ２９） ４，３３３件 → （Ｒ６） ４，４１２件
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奈良県ドクターヘリ
＠奈良県立医科大学

（南奈良総合医療センター）

広域連合への事業移管や一体的運用など
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Ⅰ ドクターヘリによる広域救急医療体制の充実

滋賀県、京都府南部、
福井県嶺南地域

京滋ドクターヘリ

鳥取県ドクターヘリ

鳥取県、兵庫県北西部、
島根県一部、岡山県一部、
広島県一部、山口県(災
害等の緊急時)

徳島県、兵庫県淡路島、
和歌山県一部、高知県一部、
愛媛県(災害等の緊急時)、
香川県

徳島県ドクターヘリ

３府県ドクターヘリ

兵庫県北部、京都府北部、
鳥取県東部

大阪府ドクターヘリ

兵庫県ドクターヘリ

兵庫県内（但馬地域は南但
消防本部管内）

大阪府、京都府南部、滋賀県、
和歌山県北部、奈良県

奈良県ドクターヘリ

奈良県、和歌山県、
三重県一部、

和歌山県ドクターヘリ

和歌山県、大阪府、奈良県、
三重県一部、徳島県一部

島根県ドクヘリ

山口県ドクヘリ

広島県ドクヘリ

愛媛県ドクヘリ

高知県ドクヘリ

岡山県ドクヘリ

香川県ドクヘリ

福井県ドクヘリ

三重県ドクヘリ

岐 阜

※矢印は、連合ドクターヘリとの相互応援状況

関西広域連合管内ドクターヘリにおける近隣地域との相互応援の状況
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ドクターヘリの安定的な運航体制確保に向けた対応

１．概要

〈令和７年度〉

○ 関西広域連合のドクターヘリ運航委託先である学校法人ヒラタ学園において、ドクターヘリに搭乗

する整備士が不足し、各ヘリを数日間ずつ、順番に運航停止

月 京滋 大阪 兵庫 ３府県 奈良 和歌山 鳥取 徳島 合計

7月
7/10
～13

7/24
～30

7/16
～22

7/9
～15

7/22
～28

32日間

8月
8/19
～22

8/5
～11

8/18
～24

18日間

10月
10/28
～31

10/20
～25

10/26
～31

10/2
～４

10/10
～12

10/5
～9

10/15
～19

10/18
～22

10/8
～13

43日間

11月
11/1
11/26
～29

11/19
～22

11/25
～28

11/2
～6

11/6
～11

11/13
～18

11/16
～20

11/4
～8

42日間

12月
（予定）

12/23
～28

12/14
～19

12/8
～13

12/15
～20

12/26
～31

12/20
～25

12/7
～9

12/1
～6

45日間

【整備士不足に伴う運航停止】



6

京滋ヘリ

大阪府ヘリ

鳥取県ヘリ

徳島県ヘリ

兵庫県ヘリ

３府県(豊岡)ヘリ

和歌山県ヘリ

奈良県ヘリ

※契約満了

(R9.3.31)

和歌山県ヘリ

奈良県ヘリ

※国の協力も得ながら、引き続き、運航会社に参入を呼びかける。

《令和８年度》※R7.12.8時点

令和７年度 令和８年度以降

※連合が

　直接契約

※契約満了

(R8.3.31)

３機について調整中

※契約満了

(R8.3.31)

次期契約に向け調整中

次期契約に向け調整中

ドクターヘリの安定的な運航体制確保に向けた対応
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ドクターヘリの安定的な運航体制確保に向けた対応

２．対応状況等

【これまでの対応状況】

○ ヒラタ学園に対して、「安定的な運航体制を早急に整えること」を強く要請

○ 関西広域連合としても、他のドクターヘリ運航会社（全１１社）を個別訪問（７月末から１２月上旬に

かけて延べ１３日１５回）するとともに、ドクターヘリ運航会社が一堂に会するドクターヘリ分科会

（11/13）において、運航停止期間中の代替運航を依頼

○ 構成府県や基地病院をはじめ、国（厚生労働省・国土交通省）などとの情報共有・協議を行うなど

関係機関との連携のもと、運航停止の回避に向けた調整を実施

○ 厚生労働省、国土交通省等へ「ドクターヘリの安定的な運航体制確保」に関する緊急要望を実施

《関西広域連合広域医療局長からヒラタ学園への文書》

①令和７年７月２８日 ※広域医療局長から手交

・「委託契約を遵守した安定的な運航体制を早急に整えること」

   ②令和７年８月２２日  ※広域医療局長から手交

・「人材確保・育成を強化すること」

・「安定的な運航体制の確保、再発防止を強く求める」

③令和７年９月２６日 ※広域医療局長から手交

・「同業他社への応援要請など、あらゆる方法を用いて、安定的な運航体制を確保すること」

・１１月以降においては、運航停止日数を最小限に抑えること。
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ドクターヘリの安定的な運航体制確保に向けた対応

《国への要望活動等》

①令和７年１０月８日

・三日月連合長より中谷防衛大臣に対し、「ドクへリの人材確保」について要請

②令和７年１０月１４日

・後藤田広域医療担当委員より厚労省、国交省及びドクへリ推進議員連盟に対し、

「安定的な運航体制の確保」について緊急要望

③令和７年１１月６日

・徳島県知事より「継続運航に向けた積極的な支援」等について厚労省に政策要望

④令和７年１２月３日

・関西広域連合広域医療局が陸上自衛隊中部方面総監部と救急搬送や人材確保に関して協議
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ドクターヘリの安定的な運航体制確保に向けた対応

【今後の対応】

○ １０月３１日に立ち上げた構成府県・基地病院・国等で構成するドクターヘリの安定運航に向けた「対策

チーム」において、令和７年度の運航停止への対応及び令和８年度以降の運航体制について、運航会社から

聴取した情報や各府県の検討事項をもとに議論しており、今後、戦略を立て、取組を進める。

○ 引き続き、運航停止期間中においては、相互応援協定等に基づくカバー体制のもと、「二重・三重のセーフ

ティネット」により、救急医療提供体制の確保を図る。
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Ⅱ 災害時における広域医療体制の強化

１．災害医療人材の養成・連携

災害拠点病院や行政に携わる医師などを被災地の医療を統括・調整する「災害医療コーディネーター」や

速やかに被災地域に入り、医療需要を把握して、急性期の医療体制を確立する「ＤＭＡＴ（災害派遣医療チ

ーム）」などの災害医療人材の養成・連携を図る。

【災害医療セミナー】

災害医療コーディネーターは、府県災害対策本部や災害拠点病院に配置され、刻々と変化する状況の
把握や、限られた医療資源の適切な配分といった役割が期待されるところであり、こうした仕組みが円
滑に機能するよう、その役割や業務への理解を深めるため研修会を実施。

○開催日：令和６年１２月９日

○参加者：災害医療コーディネーター、医療関係者及び行政関係者

○演 題：災害時の医療に関わる受援体制は、支援者に翻弄される
～能登半島地震を踏まえて～

○講 師：兵庫県災害医療センター 副センター長 川瀬 鉄典 氏
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Ⅱ 災害時における広域医療体制の強化

【ＤＰＡＴ研修会】

構成府県のＤＰＡＴ体制の強化を図るため、能登半島地震での活動実績を通じて、被災自治体における
必要な対応と備えを学ぶ研修会を開催

○開催日：令和６年１２月３日

○参加者：自治体担当者及び日本ＤＰＡＴ隊員等

○講 師：ＤＰＡＴ事務局次長（獨協医科大学埼玉医療センター） 五明 佐也香 氏
ＤＰＡＴ事務局参与（筑波大学） 高橋 晶 氏
ＤＰＡＴインストラクター（神奈川県立こども医療センター） 石田 正人 氏
石川ＤＰＡＴ統括者（金沢市民生協会 ときわ病院） 内藤 暢茂 氏

【ＤHEAT研修会】

構成府県のDHEAT体制の強化を図るため、能登半島地震での活動実績を通じて、被災自治体における
必要な対応と備えを学ぶ研修会を開催

○開催日：令和７年２月７日

○参加者：DHEAT構成員及び自治体

○議 題：保健医療部門と福祉部門の連携について（現状報告・ディスカッション）
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Ⅱ 災害時における広域医療体制の強化

【ＣＢＲＮＥ災害対策セミナー】

「2025年大阪・関西万博」や「ワールドマスターズゲームズ2027関西JAPAN」などによる国内外の交
流活性化を見据え、化学物質を使用したテロや爆発物による事故などの「特殊災害」への知見を高める
研修を実施。

※ＣＢＲＮＥ災害 Ｃhemical(化学物質) Ｂiological(生物)
Ｒadiological(放射性物質) Ｎuclear(核) Ｅxplosive(爆発物)

○開催日：令和７年２月３日

○参加者：医療関係者、行政職員 等

○議題 ：人為的事態における地域の健康危機管理
○講師 ：厚生労働省 DMAT事務局若井 聡智 氏
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Ⅱ 災害時における広域医療体制の強化

２．広域的な災害医療訓練の実施

大規模広域災害発生時において、近隣県、市町村及び関係機関・団体と連携し、医療救護活動に関する応

援・受援を円滑に行うため、広域調整機能の向上を図る。

【情報伝達訓練】（関西広域連合主催）

災害時の情報収集能力の向上及び構成団体の連携強化により、「災害対応力の強化」を図るため、衛
星携帯電話やEMIS（広域災害救急医療情報システム）による「情報伝達訓練」を実施。

○実施日：令和７年３月５日

○参加者：７府県の災害医療担当者
○内容 ：衛星電話の使用手順及び利用可否の確認など

【大規模地震時医療活動訓練】（内閣府主催）

関西広域連合管内のDMATが内閣府主催の大規模地震時医療活動訓練に参加し、災害対応の幅広い
知見を得るとともに、関係機関との連携を深める。

○実施日：令和７年９月６日

○被災想定地：北海道、青森県、岩手県、宮城県
○内容 ：関西広域連合からDMAT４８チームが参加
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Ⅱ 災害時における広域医療体制の強化

３．医療救護活動の応援・受援体制の充実

【医療機関BCP セミナー】

○開催日：令和６年１２月２日
○参加者：医療関係者及び行政関係者
○演 題：病院の建物・施設に関する脆弱性とBCP の重要性
○講 師：摂南大学理工学部建築学科 池内 淳子 氏
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Ⅲ 課題解決に向けた広域医療体制の構築

１．新興・再興感染症への備え

これまで、新型コロナウイルス感染症への対応として、「新型コロナウイルス感染症対策本部」を設置

し、感染状況や感染症対応の知見の共有による好事例の横展開や医療人材・医療資機材の広域調整等に積

極的に取り組んできたところ。

こうしたコロナ禍での経験を踏まえ、新興・再興感染症拡大時に培った「広域連携の強み」を生かした

取組を更に推し進めていくため、より効果的な広域連携の取組を進める。

【感染症合同研修会】

○開催日：令和７年２月７日
○参加者：行政職員・保健所職員
○演 題：「大阪・関西万博等国際的大規模イベントと輸入感染症，バイオテロへの備え」
○講 師：札幌市保健福祉局・医務・保健衛生担当局長 西條 政幸 氏

【感染症担当者合同会議】

○開催日：令和７年２月７日
○参加者：行政職員
○議 題：「大阪・関西万博」に向けての体制整備等について（大阪府）
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Ⅲ 課題解決に向けた広域医療体制の構築

２．各種課題への対応

【サイバーセキュリティセミナー】

サイバー攻撃により院内システムが停止し、機能低下に陥った医療機関の事例があることを踏まえ、
サイバーセキュリティ対策に関して、知見を高めるためのセミナーを開催。

○開催日：令和６年１１月２５日
○参加者：医療関係者及び行政関係者
○演 題：医療機関におけるサイバーセキュリティ対策について
○講 師：情報セキュリティ大学院大学 教授 藤本 正代 氏

【近畿ブロック周産期医療広域連携検討会】

自府県内で周産期緊急医療の受け入れ医療機関が確保できない場合、他府県への広域救急搬送が円
滑に行えるよう「近畿ブロック周産期医療広域連携検討会」を設置。現状や課題を確認しながら意見
交換を実施。

○ 開催日：令和７年２月２０日
○ 参加者：広域搬送調整拠点病院医師、行政職員
○ 議 題：（１）近畿ブロック周産期医療広域連携取組状況について

（２）①分娩医療機関の集約に係る市町との調整について
②医師の働き方改革の現状等について
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Ⅲ 課題解決に向けた広域医療体制の構築

【依存症対策実務担当者会議】

アルコール、薬物、ギャンブル等依存症対策の連携を図るため、実務担当者会議を開催し、構成団
体の先進事例等について情報共有や意見交換を実施。

○開催日：令和７年１月２３日
○参加者：行政職員
○議 題：（１）依存症対策に係る普及啓発の取組事例について

（２）オーバードーズ問題への対策について など
（３）その他、共有事項について
（４）質疑応答・意見交換
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Ⅲ 課題解決に向けた広域医療体制の構築

【危険ドラッグ等担当者研修会】

関西広域連合管内において、薬物乱用撲滅に向けた機運醸成を図り、薬物乱用防止対策の効果的な
取組事例を共有。

○ 開催日：令和７年２月２７日
○ 参加者：連携機関担当職員、行政職員
○ 演 題：市販薬の乱用防止教育に必要な内容と薬物乱用防止教室の講師に求められること
○ 講 師：横浜薬科大学 臨床薬学科 レギュラトリーサイエンス研究室 教授 小出 彰宏 氏

【ジェネリック医薬品使用推進実務担当者研修会】

医療費の効率化を図り、優れた医療保険制度を次の世代へ引き継ぐため、現場における医薬品不足
や、重複処方等の課題を見据え、ジェネリック医薬品の使用に関する構成団体の先進事例等について
情報共有や意見交換を実施。

○開催日： 令和７年３月２１日
○参加者：行政職員
○演 題： ジェネリック医薬品とバイオシミラーの現状について
○講 師： 日本ジェネリック製薬協会 政策委員会 小塙 伸忠 氏
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Ⅲ 課題解決に向けた広域医療体制の構築

【消費者事故防止合同研修会】

管内における、こどもをはじめとする窒息や転落、水難事故等の「消費
者の事故」を可能な限り防止するため、徳島県に「消費者庁新未来創造戦
略本部」を設置した消費者庁と広域医療局が連携し、消費者事故防止にか
かる研修会を実施。

○開催日： 令和８年１月１４日（予定）
○講演 ： ①消費者庁における事故防止に向けた取組

 消費者庁消費課安全課
 ②消費者安全調査委員会の取組（転落事故の事故調査を中心に）

 消費者庁消費者安全課 事故調査室
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